
 

（第２号様式）   
令和５年４月２８日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜緑園高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（●月●日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の資質・能
力を向上させるた
め、ICT を活用した
組織的授業改善に
取り組む。 
 
 
 
②新学習指導要領
に対応した教育課
程を編成し、大学
進学等の進路希望
を実現させる学習
指 導 を 充 実 さ せ
る。 
 
 

①１人１台端末の活
用を推進するととも
に、校内 ICT 環境の
整備を進める。 
 
 
 
 
②新学習指導要領の
３年目の実施を見据
え、進路希望を実現
させるための学習指
導の課題に対応して
いく。 

①授業改善のテーマ
として１人１台端末
など ICT 活用を提示
し、日常の授業での
活用を進める。また
そのモデルとなる公
開研究授業を組織的
に実施する。特にハ
ード面での ICT 環境
の整備を進める。 
 
②進路希望を実現さ
せるための学習指導
の充実や適切な履修
指導等の課題に対
し、各教科や関連グ
ループと連携して対
応する。 

①授業評価で生徒
が ICT 活用を実感
しているか。ICT
活用の具体例を共
有することができ
たか。ICT 環境が
整備されたか。 
 
 
 
②課題に対し、各
教科やグループと
適切に連携をとる
ことができたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

① 規 範 意 識 を 高
め、校内だけでな
く地域社会におい
ても責任ある行動
がとれるようにす
る。 
 
 
②組織的な教育相
談体制を構築し、
生徒一人ひとりに
応 じ た 支 援 を 行
う。 
 
 
③学校行事や生徒
会活動等に対する
生徒の主体的な取
組を促し、自己肯
定感と他者を尊重
し協働する態度を
養う。 
 
④部活動の活性化
を通じて、挑戦す
る気持ちを高め、
豊かな人間性や社
会性の涵養につな
げる。 

①校内や地域におけ
るルールやマナーを
確認させ、生徒自身
が自らを律しながら
行動できるようにす
る。 
 
 
②職員間で生徒情報
の共有を密にすると
ともに、新たに配置
された SSW を積極的
に活用し、「かなが
わ子どもサポートド
ック」を踏まえたプ
ッシュ型の相談体制
を整える。 
 
③学校行事の企画・
運営を生徒主体で行
えるよう支援し、他
者と協働して企画を
運営していく過程で
協調性と責任感を高
める。 
 
④新入生の部活動加
入率を向上させると
ともに、部活動生徒
を学校行事に深く関
わらせることで自身
の成長につなげる 

①生徒や保護者、地
域の方などからの意
見を踏まえて校則を
見直し、生徒にとっ
て守るべきルールを
自覚できるようにす
る。 
 
②昨年度から継続し
ている SC と今年度か
ら配置された SSW の
連携を図り、生徒に
とって適切な支援を
行う。 
 
③生徒会主催行事の
企画・運営を生徒会
を中心に、委員会や
部活動と連携しなが
ら運営できるよう支
援する。 
 
 
④部活動紹介を効果
的に行えるように、
生徒会役員や各部と
連携をとりながら広
報活動を行う。 
部活動生徒を生徒会
主催行事の運営する
側に加え、実施でき
るよう支援する。 
 
 

①遅刻や身だしな
みについて、自ら
の行動を見直すと
ともに規範意識を
高めることができ
たか。 
 
 
②SCや SSWと連携
し、生徒情報を共
有しながら、生徒
一人ひとりに応じ
たプッシュ型の相
談体制を構築し、
支援を行うことが
できたか。  
 
③生徒会主催の学
校行事を生徒主体
で企画・運営する
ことができたか。 
 
 
 
 
④新入生の部活動
加入率が前年度よ
り上がったか。 
生徒会主催行事の
運営に部活動生徒
を取り込むことが
できたか。   

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（●月●日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりに
よりよい進路を実
現させるため、進
路に関する知見を
広め、自己の将来
を洞察することが
できる進路指導を
展開する。 
 
 
 

①生徒の進路希望実

現のため、生徒・保

護者への情報提供を

きめ細く行い、丁寧

なキャリアカウンセ

リングを実施する。 

 

②教員の授業改善や

ICT の利活用等によ

り、これまで以上に

キャリア教育の充実

を図る。 

①教職員対象の研修

会を開催し、生徒・

の支援に必要な情報

をできるだけ多く共

有する。また、保護

者への情報提供の機

会を積極的に設け

る。 

 

②授業がキャリア教

育の大きな要素であ

ることを意識し、積

極的に生徒のキャリ

ア形成に努める。ま

た 、 Google 

Classroom 等を活用

し進路情報提供を推

進するとともに、生

徒の ICT 活用による

学習習慣確立を促

す。 

①多様な進路に向

けての研修会を開

催し、教員間で十

分な情報共有がで

きたか。また、保

護者への進路説明

会等を開催し、情

報提供をすること

ができたか。 

 

②日頃の授業でも

生徒にキャリア形

成を意識させ、将

来の在り方生き方

と繋げた学びを行

わせることができ

たか。 

     

４ 地域等との協働 

地域の教育力を活
用し、実践教育を
推進する。また、
本校の教育活動を
積極的に発信し、
相互理解を深める
中で地域に貢献す
る。 

 

 

 

 

①地域との協議によ
り、感染症対策に配
慮した地域交流を企
画し、実践する。 
 
 
②学校生活が「コロ
ナ以前」に戻る中、
本校本来の活発な教
育活動を分かりやす
く積極的に発信する
ことで、地域からの
信頼を得る。 

①感染症対策を徹底
し、地域のイベント
支援、ボランティ
ア・清掃活動等に多
くの生徒が参加でき
る環境をつくる。 
②学校説明会や学校
見学会の受け入れ人
数を増やし、対面で
の情報発信の場を多
くするとともに、ホ
ームページの更新回
数も増やす。 

①地域との交流に
参加した生徒の７
割以上が貢献意識
を高め、人間的成
長を感じることが
できたか。 
②学校説明会等の
受け入れ人数を十
分に確保するとと
もに、ほぼ同量同
質の情報をホーム
ページから発信す
ることができた
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

① 学 校 施 設 の 整
備、美化活動の推
進等を通じて、優
れた教育環境と防
災 体 制 を 構 築 す
る。 
②三ツ境養護学校
分教室の受入れを
完成し、本校の教
育活動との融合を
図り、インクルー
シブ教育をすすめ
る。 
③事故･不祥事を起
こさない職場づく
りをすすめる。 
 
 
④教職員の働き方
を見直し、休暇取
得率をあげる。 

①感染症対策を含め
た衛生管理体制と防
災体制を推進し、強
固な体制を構築す
る。 
 
②ワーキンググルー
プを中心に分教室と
連携を図り、教育活
動融合計画を策定す
る。 
 
 
③常に当時者意識を
持ち、不祥事ゼロを
実現する職場づくり
を行う。 
 
④休暇の取得日数の
増加と超過勤務時間
の減少を目指す。 

①国や県の対策をふ
まえて、体制を整備
し、生徒への保健指
導を徹底する。 
 
 
②教育活動の融合を
図るにあたり、課題
を整理し解決する。 
 
 
③不祥事防止研修や
事例紹介、セルフチ
ェックを継続して実
施する。 
 
④衛生委員会を活用
して、休暇取得状況
及び超過勤務時間集
計を把握して、職員
に啓発する。 

①清掃活動・消毒
作業等を徹底し、
校内での感染防止
につなげたか。 
 
 
②教育活動融合計
画を策定し、初年
度の取り組みとし
て適切に運用でき
たか 
 
③当時者意識の高
い職場をつくり、
不祥事ゼロを達成
できたか。 
 
④昨年比で休暇の
取得日数は増えた
か。超過勤務時間
の平均は減少した
か。 

     



 

 


